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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年７月１５日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 転覆 

発生日時 令和６年５月１８日 ０７時３０分頃 

発生場所 広島県廿日市
は つ かい ち

市厳
いつく

島港北西方沖 

亀石灯標から真方位０４４°１.４海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３４°１８.６′ 東経１３２°１８.９′） 

事故の概要 漁船明神
みょうじん

丸は、かき養殖用の垂
すい

下
か

連
れん

の積込み作業中、左舷側へ転

覆した。 

明神丸は、操舵室等に濡損を生じた。 

事故調査の経過  令和６年５月２２日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 明神丸、１４トン 

 ＨＳ２－１７７３（漁船登録番号）、個人所有 

 １４.８６ｍ（Lr）×４.６１ｍ×１.６６ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、３３０kＷ（動力漁船登録票による）、昭和５８年

１０月２９日 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船（船尾方から撮影）  

 乗組員等に関する情報 船長 ５７歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 昭和５９年１１月２９日 

免許証交付日 令和６年５月１６日 

       （令和１１年１１月２８日まで有効） 
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 死傷者等 なし 

 損傷 操舵室、機関室等に濡損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の初期 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、技能実習生２人（以下「技能実習

生Ａ」及び「技能実習生Ｂ」という。）を乗せ、廿日市市厳島北東沖

の第一種区画漁業かき筏
いかだ

垂下式養殖業（免許番号区第２１号）の漁

場で、５月１８日０７時００分頃から養殖かき
．．

の積込み作業を開始し

た。 

本船は、船首左舷側のたつ
．．

とかき
．．

筏をロープで結び、かき筏が船体

に接触して破損しないよう、後部甲板左舷側の孔
あな

に差し込んだ棒で約

２.５ｍ離してかき
．．

筏に横着けした。 

船長は、船首部に設置されたクレーンを操作してかき
．．

筏の枠組*1に

垂らした‘養殖かき
．．

を吊
つ

るした針金’（以下「垂下連」という。）を吊

り上げ、長さ約１３ｍのブーム（漁獲物を吊り上げるためにクレーン

に配置された支柱）を船内側へ旋回させて前部甲板上に置かれた３か

所の籠
かご

（以下「籠１」、「籠２」及び「籠３」という。）に垂下連を積

み込むこととした。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 本船とかき
．．

筏の状況 

 

船長は、籠１、籠２及び籠３が置かれた前部甲板上の清掃等を行う

ために雑用水のコックを開けて海水を流し、放水口から船外へ海水を

排出した。 

 
*1「かき筏の枠組」とは、かき

．．
を養殖するために海面に浮かべたかき

．．
筏の骨組みとなる構造部分をいう。 

北 

１ 
２ 

３ 

かき筏 

籠 

籠 

ブーム 

船首左舷側 

   のたつ 

棒 

船長 

技能実習生Ａ 

技能実習生Ｂ 

前部甲板 



 

- 3 - 

船長は、甲板上に吊り上げた垂下連を籠に収める技能実習生Ａを前

部甲板の左舷側に、かき筏の枠組に垂らした垂下連をクレーンに掛け

る技能実習生Ｂをかき
．．

筏に配置し、クレーンで一度に１５本の垂下連

を吊り上げ、前部甲板上の３つの籠にそれぞれ積み込む作業を開始し

た。右舷側の籠１及び左舷側の籠２に積み込む際、ブームにつながれ

た吊り上げ用のワイヤロープがふだんよりも緊張して軋
きし

む音を発して

いることに気付いた。 

船長は、籠１及び籠２を満杯とした後、中央付近の籠３に積み込も

うとして垂下連の吊り上げを続けたところ、垂下連の下端が海面下１

ｍ付近になったところで、ふだんより船体が左舷側へ傾斜し、前部甲

板上に海水が滞留していたことに気付いたものの、籠３に垂下連を積

み込むこととした。 

船長は、垂下連を吊り上げたクレーンのブームを籠３の上方に旋回

させ始めたところ、船体が左舷側へ更に傾斜した。 

（図２、３ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 本事故当時の状況 
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図３ 本事故当時の状況 

 

船長は、左舷側への傾斜を直そうと垂下連を吊り下げたままブーム

を右舷側へ旋回させようとしたが、慌ててしまい、傾斜を立て直す余

裕もなくなってブームを左舷側へ旋回させてしまった。 

船長及び技能実習生Ａは、左舷側への傾斜が大きくなって転覆のお

それを感じ、かき筏に避難した。 

本船は、甲板上の籠１、籠２及び籠３等が左舷側へ移動し、０７時

３０分頃、左舷側へ転覆した。 

船長、技能実習生Ａ及び技能実習生Ｂは、付近にいた僚船に救助さ

れ、また、本船は、他の僚船に引き起こされた後、廿日市市塩屋漁港

にえい
．．

航された。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 (1)  排水口について 

① 排水口は、丸型（直径約１４cm）の形状で両舷の船側外板に

開けられており、甲板上の海水等を船内から排水する目的で前

部甲板上の四隅及び後部甲板上の四隅に設けられ、ふだんは甲

板上に海水等が滞留していなかった。（図４、写真２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 排水口の状況 
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写真２ 排水口の状況（現場調査時に撮影） 

 

② 排水口の下端部から海面までの高さは、現場調査時（垂下連は

積み込まれていない状態）に計測したところ、約１３cm であっ

た。 

(2) 喫水等について 

籠１及び籠２を満杯とした際、喫水は船首約０.９ｍ、船尾約

１.２ｍであり、前部甲板及び後部甲板の排水口は下端部の位置が

海面付近のところにあった。 

(3)  垂下連の積込み作業について 

① 船長は、垂下連１本の重量が分からなかったものの、ふだんか

ら一度に１５本の垂下連を吊り上げており、吊り上げ用のワイヤ

ロープが軋む音を聞いたことがなかった。 

② 船長は、中央付近の籠３に垂下連を積み込もうとした際、船体

が左舷側へ傾斜していたものの、転覆することはないと思い、ま

た、籠３に垂下連を積み込むと作業が終了するので、同作業を続

けた。 

(4) 救命胴衣について 

   船長、技能実習生Ａ及び技能実習生Ｂは、垂下連の積込み作業

中、救命胴衣を着用していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

(1) 本船は、垂下連の吊り上げを開始した際、吊り上げ用のワイヤ

ロープがふだんよりも緊張していたが、船内の籠１及び籠２に垂

下連を積み込み、また、籠３に積み込もうとして垂下連を吊り上

げたことから、船体重量がふだんより重くなって、船体が沈降し

て排水口から海水が流入したものと考えられる。 

(2) 船長は、吊り上げ用のワイヤロープが軋む音に気付いたもの

の、垂下連の重量がふだんと大差ないと臆断し、また、籠３に垂

下連を積み込むことによって積込み作業が終了することから、同

排水口 
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作業を継続したものと考えられる。 

(3) 船長は、船体が左舷側へ傾斜した際、傾斜を直そうと右舷側に

ブームを旋回させようとしたものの、ふだんより傾斜が過大と 

なって慌てたことから、ブームを逆に旋回させたものと考えられ

る。 

(4) 本船は、左舷側へ傾斜した際、甲板上に置かれた籠１、籠２、

籠３等が固縛されていなかったことから、船体の傾斜した方向に

籠１、籠２及び籠３が移動して船縁から海水が流入し、転覆した

ものと考えられる。 

(5) (1)～(4)から、本船は、船体が沈降して排水口から海水が流入

し、左舷側へ傾斜する中、垂下連の積込み作業が継続されたこと

から、ブームが傾斜した左舷側に旋回されて甲板上の籠等が移動

し、左舷側へ転覆したものと考えられる。                                                                                                                             

原因 本事故は、本船が、厳島港北西方沖において垂下連の積込み作業

中、ふだんより重い垂下連の積込みによる船体重量の増加及び排水口

からの船内への海水流入によって左舷側に傾斜する中、船長が、左舷

側から垂下連の積込み作業を継続したため、また、クレーンのブーム

を左舷側へ旋回させたため、本船は、左舷側への傾斜が増し、甲板上

の籠等が移動して転覆したものと考えられる。 

ブームを左舷側へ旋回させたのは、船長が、船体の傾斜を直そうと

右舷側に旋回させようとしたものの、ふだんより傾斜が過大となって

慌てていたことによるものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え 

られる。 

・小型漁船の船長は、操業中、船体に異状な傾斜を感じた際には操

業を取りやめて船体の傾斜を小さくする措置を採ること。 

・小型漁船の船長は、クレーン等で漁獲物を吊り上げた際、軋む音

などふだんと違う状態を感じた場合には、吊り上げる漁獲物の数

量を減らすなど重量を軽減する措置を採ること。 

・小型漁船の船長は、漁獲物を積み込む籠等が船体傾斜によって移

動しない措置を採ること。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

亀石灯標 

広島県 

廿日市市 

厳島港 

漁場 

事故発生場所 

（令和６年５月１８日 ０７時３０分頃発生） 


